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全国過労死を考える家族の会ニュース　第52号
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【発　行】全国過労死を考える家族の会　　　　　　　　　（2011.1.7発行）

【事務局】東京駿河台法律事務所　　℡　03-3234-9143
　　　　　　東京都千代田区神田神保町2-3-1　岩波書店アネックス７階
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第23回　全国家族の会・統一行動に参加して
　　　　　　　　　　　　[image: image2.png]



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜事務局　中原のり子＞　
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勤労感謝の日の直前、11月19日（金）に恒例の厚生労働省交渉・地方公務員災害補償基金本部要請が行われました。私は2003年から参加し、8回目の参加でした。私の労災認定・民事裁判は終わりましたが、絶え間なく続く労災認定闘争のご遺族の声に、厚生労働省の役人がどのように対応するのか、無関心ではいられません。
　初めて参加した時の私は、足は震え、声は上ずり、亡夫の名前を口にしただけで涙がこみ上げる状態でした。狭い部屋の、机の向こう側には1列に並ぶ役人。手前の遺族は2列、3列に立ち並び、万感の想いを伝える時の緊張感、息苦しさは、何年経っても忘れることができません。
　今年は例年より広い部屋が用意され、発言する遺族は、皆様とても冷静で堂々としていらっしゃいました。どの方も、本来なら労基署で速やかに解決されるケースと思います。それなのになぜ、地裁から最高裁まで、司法の場での認定闘争を強いられなくてはならないのでしょう。労働基準局安全衛生部ほか労災補償課の10人前後の担当者の方に、夫を喪った妻、息子を喪った母、親を喪った子らの声が届くよう、また心を込め、声を振り絞っての言葉に、真実を判って頂けます様に…と、祈る気持ちで見守りました。
　私の隣で、遺族の訴えをメモし続けた方は、本会議の合間に駆けつけた姫井由美子議員でした。「成人する前に自営業の父親を亡くした。死因は仕事が原因だったと、今はそう考える。業務起因で亡くなった遺族には、速やかに労災認定されることを願う」と、国会議員の立場から発言されました。姫井議員は、10月13日の「ストップ過労死！」院内集会に参加され、遺族の声を真摯に受け止められたからこその関わりと感じています。
　「自分たちのような悲しみの遺族を二度と作らない！」と、先輩方が始めた家族会の活動も、23回を数えました。長い闘争を終えた私は、労災申請を決意した時、兄から贈られた以下の言葉を改めてかみしめています。

　
生前には語りえなかったことを
　　
死者は　死してのち　語ることができる
　　
死者の語りかけは
　　
生ける者の　言葉を超えた
　　
火の舌によって行われる
　　　　　Ｔ・Ｓ・エリオット『四つの四重奏～リトル・ギディング～』より

　今後は、亡くなられた方の尊厳を守るため、また遺族が人間らしい生活を取り戻すため、そして過労死撲滅のために活動する所存です。皆様、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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2010年度全国過労死を考える家族の会総会（報告）

＜事務局　鈴木美穂＞

2010年11月19日（金）14時30分から17時まで、中央大学の駿河台記念館680号室において総会を開催いたしました。（40名参加）

第1部の総会は鈴木の開会の言葉で始まり、世話人代表の寺西さんの挨拶がありました。寺西さんは院内集会の成功について話され、177名の参加者があったことが報告されました。院内集会を開催するに当たり、お世話になった議員さんに、皆さんからもお礼を言って欲しいと話されました。議長および書記を選出し、中野さんに議長を杉林さん（名古屋担当のために）に書記をお願いして始まりました。2009年度の活動報告が寺西代表からあり、会計の内野さんからは会計報告がありました。その中で、35名の寄付を戴いた旨の報告があり、おひとりおひとりのお名前を呼び上げ、皆さんからもお礼を言って欲しいと話されました。

愛知健康センターのご配慮があっての、安い印刷費や郵送料等については、鈴木から皆さんに話しました。（センターとしては、家族の会の大変さや大切なことを十分に判っているので、できる形での支援ですというお話です）

特別会計（遺児活動）についての報告があり、本会計とは別会計になっていて、善意の寄付で賄われている旨の報告があり、村上加代子さんから監査報告がありました。また、認定されたり勝利した暁には、会へのカンパを鈴木が訴えました。

2010年度活動計画案を寺西代表が提案し、拍手で承認していただきました。予算案も内野さんが読み上げて承認されました。世話人の紹介が有り、会計が変わりました。渡邊しのぶさんと内野さんから、中原のり子さんと金谷一美さんになり、遺児の世話人に渡邊しのぶさんと内野さんが決まりました。一緒に事務局の案も了承されました。

厚生労働省の報告は大阪の江口さんからあり、基金本部の報告は、中野さんからしていただきました。議案の討論にうつり、江口さんから年度の区切り方について意見が出ました。また、書記の杉林さんから基金相手の方は基金を所轄している総務省に対しても交渉した方がいいのではないかという意見と要望が出され、世話人会で弁護士と相談する事になりました。

今年の参加者は少し少ないようでした。院内集会もあった関係で休めない方もいらしたとおもいます。この会に来て、また1年頑張ろうねと確認する場でもありますので、皆さんの次回のご参加をお待ちいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

2010年度　世話人
　　代表世話人　　　寺西笑子　（京都）

会　　　計　　　中原のり子（東京）　　金谷一美（兵庫）　

会計監査　　　村上加代子（大阪）　　遠藤ゆかり（長野）　　
　  事務局　　　寺西笑子（京都）　　　中野淑子（東京）　鈴木美穂（名古屋）　

中原のり子（会計）　　犬飼洋子（ニュース担当）

白島由美子（つどい実行委員）　渡辺しのぶ（遺児の会）

　　　　　　　　　　　　　　　

（以下、「中原支援の会」サイト掲載にあたり、省略しました）
































































厚労省前での街宣行動





夜のつどいでの記念講演


「過労死・過労自殺をなくす特別立法の制定を」


～過労死弁護団


岩城　穣弁護士～
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